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＜成功のために必ずお願いしたいこと＞ 
 
□ 日当たりの良いところで育てる（秋春共通） 
     ※暑すぎて萎びている場合は半日陰に持っていくと良いことがあります。 
 
□ トレーを裏返して重ねた上に置くなど、 
     地面から伝わる熱対策をする（秋春共通）  
 
□ 植え付けてから1週間は直射日光にを防止するためにトレーを上にさらに重ねる 

（秋プラグ苗のみ） 
  
 
 

  
□ 植え付けてから1週間後にトレーを外し、緩効性肥料 
    （粒状の肥料）を与える（秋プラグ苗のみ） 
 
□ 2月末頃に緩効性肥料（粒状の肥料）を与える （春プラグ苗のみ） 
 
 
 
 

 
 
□   葉がぶつかるほど育っていたら遮光用のトレーを外したものを利用して、苗を分け入れ、 
     ポットの間隔をあけてあげる（秋春プラグ苗共通） 

 

＜可能であればお願いしたいこと＞ 
 
 
 
□   花がらつみ 
    （咲き終わった花をつむ）  
 
 
□ 夜間の寒さ対策1〜2月中（春プラグ苗のみ） 

３段目（上）︓大きいビニール袋に入れて裏返して被せる 
     （飛ばないようまわりのビニールを１段目と２段目にはさむ） 
２段目（中）︓苗が入ったトレーを置く（必須） 
１段目（下）︓トレーを裏返して置く（必須） 

    

   夜間の状態（3 段目被せる） 

 日中の状態（3 段目外す） 

    
≪参考≫ 

   ３段目は袋に入れる 

 

育成管理の作業チェックポイント︕︕（緑化フェアで用意した資材、時期で実施する場合） 

プラグ苗テキスト p６の①土を作るは肥料入りの培養土を使用するため作業不要です。（袋からそのままお使いいただけます） 


